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射 線r  よ る 各 系 統カ ヌ ー ト. マ ウ ス の 検一索 （ 第 １ 報 ）

丘 短 大 食 物． ０ 城田 恵 次 郎 ・ 関 崎親 子 ・ 栄　 ．昭 ’博・ 関 崎　 仁

目 ’的：　近 年r  if lA てH: 動 一物r  お け る 全 身 お よ び 部` ’分’照 射 と し てT放 射 線 を 使’用 す る 実 験 が ’み

ら れ る が 、 演 者 ら は 、 今一回 ヌ ー　ド. マ･ウ ス を 使 一っ て で放 射 線m 射 し 、 体 ’重 の 変 化 と 白 血 球 の

分 類 の 変 化 お よ び 系 統 差 に よ る 形 ’態 的 変 化(  if も に リ ン パ 節 、 牌 臓 、 腎 臓 ）を 検･索 し 、 放

射 線 に よ る 影 響 を 観 察’し た.．　 方 ’法:　 タ ー ド　　マ ウ スＫ 400Had の 全 身 照 射 を 行 い 、 経 日（

｜　.3,5 日 目)   に 体 重 お よ!>*"白 血 球 の 変 化 を 観 察 七.、 放 射 線 照 射 後 ５ 日 目 に 屠 殺 し 、 ク

リ オ ス タ ツ ト で 薄 ’切 し た.． 染 色 法 は 一 般 ’染 色( ヘ マ ト キ シ リ ン　、エ オ ジ ン染 色 ） と 酵 素 組

織 化 学 染 色{   Alpase　, .Acpas  e　、 B~Gas e　,   ATpaee 染 色 ）で 牌’臓 、 リ　ン パ 飾 、 腎 臓な ど を 比 較

検 討 し た ．

結 果：　I) 体 一重　 系 統 差r  よ る･著 名4 . 変 化`は 認 め ら れ* か っ た ．　　2) 白 血 球　 放 射 線 後 ３ 日

後 に 白 血 球 数 が 増 多 し て い るーの が み ら れ た が 、 今 回 は 明 確 に す る こ と が で き&  か っ ■It    ．*

た 、 分 類 別 で は 著 明･な 変 化 は 認 めら れ 左j6> つ た．　　3) ヘ マ ト キ ■>   ')ン ．エ オ ジ ン 染 色 と 酵

素 組 織 化 学 に よ る 変 化 。a) へマトキ-y ')ン ．エオジン染色 系 統 差 は 特 に み ら れ た か っ た が、 放 射 線

後 の 変 化 が 莉 日 的r 若 干 観` 察Iさ ’れ た 。b ）酵 素 組 織 化 学 染 色　N    ’V Ｓ ,    B    A    L    B ／0　,     03H

の 系 統 差 がA  I p a s e とAcpas  e の 二 種 の染色法 を 観 察 し た と こ ろ 、 リ ン パ 節 の 周 縁 洞 付 近 と 牌 臓

の 白 牌 髄 の 周 囲 に よ る 変 化 が･経 日 的 に ’み ら れ た ．* た 、ATpasG B － aase  に よ る’腎 臓 の 主

部 の 曲 部( 近 位 蒼m 管 ）と 介 在 部（ 遠 位 尿 細 管 ） の 比 較 も 検 討 で き た ．


